
 

 

 

１ 目指すべき方向について（ロジックモデルの目指す姿（分野アウトカム）、

中間成果（中間アウトカム）に相当） 

  ○ 記載内容 

    ・ 長野県が目指す、「あるべき県民・患者の状態」、「医療サービスの状態」と

して適切か 

   ○ 指標 

    ・ 記載内容を評価する指標として適切なものはあるか 

 ２ 施策の展開について 

  ○ 「外来医療提供体制の充足」について 

・  次期計画において、重点的に取り組むべき施策はなにか。 

・  国の医療計画策定指針に「地域における外来医療の機能分化及び連携の取

組」が明記されたが、どのような取組や検討が必要か。 

  ○ 「県民の適切な受療行動」について 

・  次期計画において重点的に取り組むべき施策はなにか。 

  

※参考 国の現行制度と今後の計画について 

   ○ 外来機能報告（添付資料２） 

・  病院・有床診療所が、医療資源を重点的に活用する外来の実施状況、紹介率・逆

紹介率、外来の人員配置状況等、報告するもの。報告結果を基に、各地域で外来の

機能分化・連携強化に向けて議論。 

○ かかりつけ医機能報告（添付資料３） 

・  令和７年度開始を目途に、各医療機関が担うかかりつけ医機能を報告し、各地域

で不足する機能を強化する具体的方策を検討する。 

外来医療に関する論点 

 

 

資料３ 
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外来医療計画の構成イメージ
【資料３添付資料１ 】

指標 指標 初期救急医療の提供状況 指標

指標 在宅医療の提供状況

指標 指標
かかりつけ医がいる人の割
合

指標

地域で紹介状が必要な医
療機関を知っている人の
割合

施策の展開

どの地域でも持続的・効率的
に、適切な外来医療を受けられ
ている
（持続性・効率性）1

1

目指すべき方向

県民が適切な受療行動を取れ
ている
（県民の適切な受療行動）

1

2

2

症状等に応じて、必要な外来
医療が受けられている
（外来医療提供体制の充足）
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